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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】取付容易で直列接続可能な発光ダイオードライ
トバーを提供する。
【解決手段】多角形固定座１は、底辺１１、その両端か
ら屈曲して延長された斜辺１２、１２´、斜辺１２、１
２´の両端から屈曲手延長された直辺１３、１３´によ
り多角形ライトバーを収用する多角形を構成し、直辺１
３、１３´両端にライトバーを掛止する係着部１３１、
１３１´を設ける。底辺、斜辺にボルトを通す穿孔１１
１，１２１を、係着部には切欠きを設けて取付け角度を
変更する。ライトバーの両端部を封止する封止端部３に
対して該封止端部と接続する電力接続器により複数のラ
イトバーを電気的に直列接続する。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　キャリア上に固定され、多角形ライトバーの取り付けと照射方向の調節を行なうライト
バーの固定構造であって、
　底辺を有し、底辺の両端から屈曲して延長した斜辺を形成し、斜辺の両端から屈曲して
延長した直辺を形成して、これら底辺、斜辺、直辺により内側に多角形ライトバーを収納
する多角形を形成し、前記底辺および斜辺にそれぞれ穿孔を設けたことを特徴とする多角
形ライトバーを収容固定する多角形固定座。
【請求項２】
　前記多角形固定座は、金属またはプラスチックの材料からなる弾力性を有することを特
徴とする請求項１に記載の多角形ライトバーを収容固定する多角形固定座。
【請求項３】
　前記多角形固定座は、五角形または六角形であることを特徴とする請求項１に記載の多
角形ライトバーを収容固定する多角形固定座。
【請求項４】
　前記２つの直辺は、内側に突起して多角形ライトバーを係止する係着部を有することを
特徴とする請求項１に記載の多角形ライトバーを収容固定する多角形固定座。
【請求項５】
　前記係着部は、切欠部を有することを特徴とする請求項４に記載の多角形ライトバーを
収容固定する多角形固定座。
【請求項６】
　前記切欠部は、ネジを貫通して該多角形固定座をキャリアに固定することを特徴とする
請求項５に記載のライトバーの多角形ライトバーを収容固定する多角形固定座。
【請求項７】
　前記穿孔は、ネジを貫通して該多角形固定座をキャリアに固定することを特徴とする請
求項１に記載の多角形ライトバーを収容固定する多角形固定座。
【請求項８】
　前記多角形固定座は、両面テープまたはベルクロを用いてキャリアに固着されることを
特徴とする請求項１に記載の多角形ライトバーを収容固定する多角形固定座。
【請求項９】
　ライトバーの両端部を封止する封止端部及び該封止端部と接続する電力接続器からなり
、
上記封止端部が、板状封鎖ブロック、前記封鎖ブロックの一端に突出して設けられ、ライ
トバー端部開口に嵌合する凸ブロック及びライトバー外側面の長溝に沿って位置決めする
円柱、
　該封鎖ブロックの他端側に設けられ、位置決め柱を挿着する位置決め孔および上記凸ブ
ロック内部に形成された内部に電気的接続用のピン状のリード線および片状のリード線を
配置した挿着孔から構成され、
上記電力接続器が、中間接続ブロック、前記中間接続ブロック両側面から延伸して設けら
れ、上記挿着孔に嵌合する凸柱、該凸柱から延長して形成され、内部に上記ピン状のリー
ド線を挿通して接触する金属電極を有し、外側に上記片状のリード線と接触する金属電極
を設けた中空柱から構成されていることを特徴とする２つ以上のライトバーを電気的に直
列接続するためのライトバーの直列接続構造。
【請求項１０】
　前記封止端部は、ゴムまたはプラスチックの材料からなることを特徴とする請求項９に
記載の２つ以上のライトバーを電気的に直列接続するための２つ以上のライトバーを電気
的に直列接続するためのライトバーの直列接続構造。
【請求項１１】
　前記封鎖ブロックは、板状であることを特徴とする請求項９に記載の２つ以上のライト
バーを電気的に直列接続するためのライトバーの直列接続構造。
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【請求項１２】
　前記接合部は、円柱状であることを特徴とする請求項９に記載の２つ以上のライトバー
を電気的に直列接続するためのライトバーの直列接続構造。
【請求項１３】
　前記中間接続ブロックは、多角形であることを特徴とする請求項９に記載の２つ以上の
ライトバーを電気的に直列接続するためのライトバーの直列接続構造。
【請求項１４】
　前記凸柱は、円形であることを特徴とする請求項９に記載の２つ以上のライトバーを電
気的に直列接続するためのライトバーの直列接続構造。
【請求項１５】
　前記中間接続ブロックは、凸柱の上方に位置決め柱を有することを特徴とする請求項９
に記載の２つ以上のライトバーを電気的に直列接続するためのライトバーの直列接続構造
。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、照明器具に関し、特に、ライトバー（ｌｉｇｈｔ　ｂａｒ）の固定構造およ
び直列接続構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　発光ダイオードは、小型、長寿命、低消費電力、速い応答速度、優れた耐衝撃性などの
特徴を有する。そのため、従来の電球、小型蛍光管または冷陰極管の発光デバイスに代わ
り、照明器具やバックライト光源に広汎に用いられている。発光ダイオードが照明器具や
バックライト光源に用いられる場合、照明器具やバックライト光源の必要に応じて回路基
板が正方形または長方形に設計される。例えば、回路基板が長方形である場合、複数の発
光ダイオードが長方形の回路基板上に半田付けされてライトバー（ｌｉｇｈｔ　ｂａｒ）
が形成される。この発光ダイオードライトバー（ＬＥＤ　ｌｉｇｈｔ　ｂａｒ）がＬＣＤ
液晶ディスプレイのバックライト光源に用いられた場合、発光ダイオードライトバーは、
従来の冷陰極管に代わり、ＬＣＤ液晶ディスプレイの導光板の周囲に直接装着される。照
明器具や展示用照明に用いられる場合は、事前に発光ダイオードライトバーが装着された
長方形の固定座が壁または展示棚内壁に固定されるため、ダイオードライトバーからの光
線は、展示品に直接照射される。
【０００３】
　長方形の固定座が壁または展示棚内壁に固定されると、発光ダイオードライトバーは、
一定の角度に固定されているため、照射角度を調節することができなかった。また、複数
の発光ダイオードライトバーが必要な時は、それぞれの発光ダイオードライトバー間の電
力入力は、配線によりすべての発光ダイオードライトバーに配分された。このような配線
方法は、時間および手間が掛かり、１本の導線が接触不良を起こしたり切断されたりする
と、後続の発光ダイオードライトバーは、点灯することができなかったり破損してしまっ
たりした。このため、発光ダイオードライトバーを取り外して修理したり配線を再び接続
したり、修理において大変手間が掛かった。
【特許文献１】特開２００２－１６３９０７号公報
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　本考案の目的は、壁または展示棚内壁に発光ダイオードライトバーを容易に固定するこ
とができ、電力接続器を用いて複数の発光ダイオードライトバーを直列接続し、取り外し
交換が容易なライトバー固定構造を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
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　上述の目的を達成するため、本考案は、新規なライトバーを提供する。本考案のライト
バーは、多角形固定座、多角形ライトバーおよび封止端部を具える。多角形固定座は、金
属またはプラスチックの材料からなる断面五角形または六角形の固定座である。多角形固
定座は、底辺を有し、底辺の両端から屈曲して延長した斜辺を形成し、斜辺の両端から屈
曲して延長した直辺を形成し、直辺の両端に内側に突起する係着部を設ける。底辺、斜辺
、直辺により内側に多角形ライトバーを収納する多角形固定座を形成する。また、底辺お
よび斜辺は、穿孔をそれぞれ設ける。係着部には、切欠部が設けられている。穿孔および
切欠部は、ネジにより角形固定座を貫通してキャリアに螺着するのに用いられると共に、
多角形固定座の方向の調節に用いられる。
【０００６】
　封止端部は、ゴムまたはプラスチックの材料からなる。封止端部は、板状の封鎖ブロッ
クを有し、封鎖ブロックの一方の端部に円柱状の接合部および凸ブロックを凸設している
。凸ブロックの断面の形状は、収納凹部、嵌溝および開口を設けた多角形ライトバーの断
面形状と同じである。封止端部と多角形座体とが装着される際、接合部は、長溝に挿着さ
れる。凸ブロックは、収納凹部、嵌溝および開口の中に挿着される。封鎖ブロックのもう
一方の側面には、位置決め孔および挿着孔が設けられ、挿着孔は、凸ブロックの内部まで
延伸している。挿着孔は、電力入力のため、内部にピン状のリード線および片状のリード
線を配置している。
【０００７】
　電力接続器は、多角形の中間接続ブロックを有し、中間接続ブロックは、両方の側面に
延伸した円形の凸柱を有し、凸柱は、延伸した中空柱を有し、中空柱は、金属電極に包ま
れ、内部にもう１つの金属電極を有する。凸柱の上方で、中間接続ブロック１上に円柱状
の位置決めがある。
【考案の効果】
【０００８】
　本考案のライトバーの固定構造および直列接続構造は、固定構造により自由な角度で壁
または展示棚内壁に発光ダイオードライトバーを容易に固定し、照射方向を自在に調節す
ることができる。また、電力接続器を用いて複数の発光ダイオードライトバーを直列接続
するため、故障が発生した場合でも、迅速に取り外し交換ができる。
【考案を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、本考案の第一の実施形態を図面に基づいて説明する。図１は、本考案の一実施形
態によるライトバーおよび固定構造を示す分解斜視図である。図２は、本考案の一実施形
態によるライトバーおよび固定構造を示す斜視図である。図１および図２に示すように、
本考案の一実施形態によるライトバー構造は、多角形固定座１、多角形ライトバー２およ
び封止端部３を具える。
【００１０】
　多角形固定座１は、金属またはプラスチックの材料からなる五角形または六角形の固定
座である。多角形固定座１は、底辺１１を有し、底辺１１の両側端から屈曲して斜辺１２
、１２´を延長し、さらに斜辺１２、１２´の両端から屈曲して直辺１３、１３´を延長
して形成し、直辺１３、１３´のそれぞれの端部に内側に突起する係着部１３１、１３１
´を形成する。これら底辺１１、斜辺１２、１２´、直辺１３、１３´は、内側に多角形
ライトバー２を収納する多角形固定座１を形成する。また、底辺１１および斜辺１２は、
穿孔１１１、１２１´をそれぞれ設け、また、係着部１３１には、切欠部１３２が設けら
れている。穿孔１１１、１２１´および切欠部１３２は、ネジ１４により多角形固定座１
を貫通してキャリアに螺着するのに用いられるほか、多角形固定座１の方向の調節に用い
られる。本実施形態においては、ネジ１４を用いて多角形固定座１をキャリアに螺着して
いるが、両面接着テープまたはベルクロを用いて多角形固定座１をキャリアに固着しても
よい。
【００１１】
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　多角形ライトバー２は、アルミニウム押出成形による多角形座体２１を有し、多角形座
体２１の外部に長溝２２が設けられ、多角形座体２１の内部には相対して凹字型の収納凹
部２３が設けられている。収納凹部２３は、複数の発光ダイオード２５を配置する回路基
板２４を収納する。収納凹部２３の側方の開口部の近くに一対の嵌溝２６、２６´が設け
られ、嵌溝２６、２６´には、ディフューザ２７を嵌着する。ディフューザ２７には、発
光ダイオード２５の発生した光線を照射する複数の開口２８が設けられている。
【００１２】
　封止端部３は、ゴムまたはプラスチックの材料からなる。封止端部３は、板状の封鎖ブ
ロック３１を有し、封鎖ブロック３１の一方の端部に円柱状の接合部３２および凸ブロッ
ク３３を凸設している。凸ブロック３３の断面の形状は、収納凹部２３、嵌溝２６、２６
´および開口を具える断面形状と同じである。封止端部３と多角形座体２１とが装着され
る際、接合部３２は、長溝２２に挿着される。凸ブロック３３は、収納凹部２３、嵌溝２
６、２６´および開口の中に挿着される。封鎖ブロック３１のもう一方の側面には、位置
決め孔３４および挿着孔３５が設けられ、挿着孔３５は、凸ブロック３３の内部まで延伸
している。挿着孔３５は、電力入力のため、内部にピン状のリード線３６および片状のリ
ード線３７を配置している。
【００１３】
　図３は、本考案の一実施形態によるライトバーの第１の使用状態を示す断面図である。
図３に示すように、本考案の一実施形態による多角形ライトバー２は、使用時において、
多角形固定座１の底辺１１の穿孔１１１をネジ１４で貫通して多角形固定座１をキャリア
４上に螺着する。キャリア４は、壁または棚である。多角形固定座１が螺着されると、多
角形固定座１の開口部は、下を向く。そして、多角形ライトバー２が多角形固定座１の開
口部に沿って挿入されると、多角形ライトバー２が多角形固定座１に装着され、多角形ラ
イトバー２が発生する光線を下に向けて照射する。照射方向を調整する場合は、ネジ１４
を外して次のようにして装着し直せば、多角形ライトバー２の照射方向を調節することが
できる。
【００１４】
　図４は、本考案の一実施形態によるライトバーの第２の使用状態を示す断面図である。
図４に示すように、本考案の一実施形態による多角形ライトバー２は、使用時において、
多角形固定座１の斜辺１２´の穿孔１２１´をネジ１４で貫通して多角形固定座１をキャ
リア４上に螺着する。多角形固定座１が螺着されると、多角形固定座１の開口部は、右を
向く。そして、多角形ライトバー２が多角形固定座１の開口部に沿って挿入されると、多
角形ライトバー２が多角形固定座１に装着され、多角形ライトバー２が発生する光線を右
下に向けて照射する。照射方向を調整する場合は、また、ネジ１４を外して次のようにし
て装着し直せば、多角形ライトバー２の照射方向を調節することができる。
【００１５】
　図５は、本考案の一実施形態によるライトバーの第３の使用状態を示す断面図である。
図５に示すように、本考案の一実施形態による多角形ライトバー２は、使用時において、
多角形固定座１の斜辺１２´の穿孔１２１´をネジ１４で貫通して多角形固定座１をキャ
リア４上に螺着する。多角形固定座１が螺着されると、多角形固定座１の開口部は、左下
を向く。そして、多角形ライトバー２が多角形固定座１の開口部に沿って挿入されると、
多角形ライトバー２が多角形固定座１に装着され、多角形ライトバー２が発生する光線を
左に向けて照射する。照射方向を調整する場合は、さらに、次のようにしてネジ１４を外
して装着し直せば、多角形ライトバー２の照射方向を調節することができる。
【００１６】
　図６は、本考案の一実施形態によるライトバーの第４の使用状態を示す断面図である。
図７は、本考案の一実施形態によるライトバーの第５の使用状態を示す断面図である。図
６および図７に示すように、本考案の一実施形態による多角形ライトバー２は、使用時に
おいて、多角形固定座１の斜辺１２´の穿孔１２１´をネジ１４で貫通して多角形固定座
１をキャリア４上に螺着する。多角形固定座１が螺着されると、多角形固定座１の開口部
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は、下を向く。そして、多角形ライトバー２が多角形固定座１の開口部に沿って挿入され
ると、多角形ライトバー２が多角形固定座１に装着される。照射方向を調整する場合は、
多角形ライトバー２を外してさらに、次のようにして多角形固定座１に装着し直せば、多
角形ライトバー２の照射方向を調節することができる（図７参照）。
【００１７】
　図８は、本考案の一実施形態によるライトバーの第６の使用状態を示す断面図である。
図８に示すように、本考案の一実施形態による多角形ライトバー２は、使用時において、
多角形固定座１の斜辺１２´の穿孔１２１´をネジ１４で貫通して多角形固定座１をキャ
リア４上に螺着する。多角形固定座１が螺着されると、多角形固定座１の開口部は、下を
向く。そして、多角形ライトバー２が多角形固定座１の開口部に沿って挿入されると、多
角形ライトバー２が多角形固定座１に装着される。多角形ライトバー２は、光線をキャリ
ア４の壁面に照射し、壁面により照射する場所へ光線を反射させる。光線を照射する場所
を調節するため、多角形ライトバー２を多角形固定座１上で直接調整する。照射方向を調
整する場合は、ネジ１４を外してさらに、次のようにして装着し直せば、多角形ライトバ
ー２の照射方向を調節することができる。
【００１８】
　図９は、本考案のもう一つの実施形態によるライトバーおよび固定構造を示す分解斜視
図である。図９に示すように、本実施形態は、多角形ライトバー２と多角形ライトバー２
´とが電力接続器５により接続されて多角形ライトバー２が電気的に直列接続されたもの
である。電力接続器５は、多角形の中間接続ブロック５１を有し、中間接続ブロック５１
は、両端面に延伸した円形の凸柱５２、５２´を有し、凸柱５２、５２´は、延伸した中
空柱５３、５３´を有し、中空柱５３、５３´は、金属電極５４、５４´に包まれ、内部
にもう１つの金属電極５５、５５´を有する。凸柱５２、５２´の上方で、中間接続ブロ
ック５１に円柱状の位置決め柱５６、５６´がある。
【００１９】
　封鎖ブロック３１のもう一方の側面には、位置決め孔３４および挿着孔３５が設けられ
ている。位置決め孔３４は、位置決め柱５６、５６´を挿着する。挿着孔３５は、凸ブロ
ック３３内部に深く延伸していて、内部にピン状のリード線３６および片状のリード線３
７を配置し、金属電極５４、５５に接触させて電力を入力する。本実施形態においては、
位置決め柱５６、５６´は、ポカヨケ 効果があり、挿着ミスを防止する。
【００２０】
　図１０は、本考案の一実施形態によるライトバーと電源供給器の接続状態を示す斜視図
である。図１１は、本考案の一実施形態によるライトバーと電源供給器の接続状態を示す
断面図である。図１０および図１１に示すように、本考案の一実施形態による多角形ライ
トバー２の封止端部３の挿着孔３５に電源供給器６の電源入力端子６１が挿着されると、
電源供給器６は、第１の多角形ライトバー２に電力を供給し、電力接続器５の中空柱５３
が挿着された第１の多角形ライトバー２のもう一方の側面にある封止端部３の挿着孔３５
が金属電極５５とリード線３６とを電気的に接触させ、同時に金属電極５４とリード線３
７とを電気的に接触させる。位置決め柱５６は、位置決め孔３４中に挿着されることによ
り、電力接続器５を固定する。電力接続器５のもう一方の端部の中空柱５３´は、第２の
多角形ライトバー２´の封止端部３´の挿着孔３５´に挿着され、中空柱５３´の金属電
極５５´とリード線３６´とを電気的に接触させ、同時に金属電極５４´とリード線３７
´とを電気的に接触させる。位置決め柱５６´は、位置決め孔３４´中に挿着され、電力
接続器５が固定することにより、第１の多角形ライトバー２の電力が第２の多角形ライト
バー２´に入力され、複数のライトバーが電気的に直列接続される。
【００２１】
　本考案では好適な実施形態を前述の通りに開示したが、これらは決して本考案を限定す
るものではなく、当該技術を熟知する者は誰でも、本考案の精神と領域を脱しない範囲内
で各種の変更や修正を加えることができる。従って、本考案の保護の範囲は、実用新案請
求の範囲で指定した内容を基準とする。
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【図面の簡単な説明】
【００２２】
。
【図１】本考案の一実施形態によるライトバーおよび固定構造を示す分解斜視図である。
【図２】本考案の一実施形態によるライトバーおよび固定構造を示す斜視図である。
【図３】本考案の一実施形態によるライトバーの第１の使用状態を示す断面図である。
【図４】本考案の一実施形態によるライトバーの第２の使用状態を示す断面図である。
【図５】本考案の一実施形態によるライトバーの第３の使用状態を示す断面図である。
【図６】本考案の一実施形態によるライトバーの第４の使用状態を示す断面図である。
【図７】本考案の一実施形態によるライトバーの第５の使用状態を示す断面図である。
【図８】本考案の一実施形態によるライトバーの第６の使用状態を示す断面図である。
【図９】本考案のもう一つの実施形態によるライトバーおよび固定構造を示す分解斜視図
である。
【図１０】本考案の一実施形態によるライトバーと電源供給器の接続状態を示す斜視図で
ある。
【図１１】本考案の一実施形態によるライトバーと電源供給器の接続状態を示す断面図で
ある。
【符号の説明】
【００２３】
１　多角形固定座
２　多角形ライトバー
２´　多角形ライトバー
３　封止端部
３´　封止端部
４　キャリア
５　電力接続器
６　電源供給器
１１　底辺
１２　斜辺
１２´　斜辺
１３　直辺
１３´　直辺
１４　ネジ
２１　多角形座体
２２　長溝
２３　収納凹部
２４　回路基板
２５　発光ダイオード
２６　嵌溝
２６´　嵌溝
２７　ディフューザ
２８　開口
３１　封鎖ブロック
３２　接合部
３３　凸ブロック
３４　位置決め孔
３４´　位置決め孔
３５　挿着孔
３５´　挿着孔
３６　リード線
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３６´　リード線
３７　リード線
３７´　リード線
５１　中間接続ブロック
５２　凸柱
５２´　凸柱
５３　中空柱
５３´　中空柱
５４　金属電極
５４´　金属電極
５５　金属電極
５５´　金属電極
５６　位置決め柱
５６´　位置決め柱
６１　電源入力端子
１１１　穿孔
１２１´　穿孔
１３１　係着部
１３１´　係着部
１３２　切欠部

【図１】

【図２】

【図３】
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